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代表理事組合長

木幡　浩喜

　

組
合
員
、
そ
し
て
家
族
の
皆

様
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
令
和
６
年
の
新
春

を
ご
家
族
お
揃
い
で
お
迎
え
の

こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

昨
年
中
は
Ｊ
Ａ
鹿
追
町
の
事

業
推
進
に
ご
理
解
ご
協
力
並
び

に
多
く
の
ご
利
用
を
賜
り
心
か

ら
感
謝
致
し
ま
す
。

　

世
界
中
で
猛
威
を
振
る
っ
た

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

は
昨
年
５
月
に
５
類
感
染
症
に

引
き
下
げ
と
な
り
、
行
動
制
限

が
な
く
な
っ
た
こ
と
で
人
の
動

き
も
活
発
化
し
、
経
済
は
戻
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
過

剰
と
な
っ
て
い
た
乳
製
品
や
砂

糖
な
ど
の
在
庫
も
解
消
に
向
か

い
つ
つ
あ
り
ま
す
。
一
方
世
界

情
勢
は
不
安
定
さ
を
増
し
、
円

安
も
続
い
て
い
る
こ
と
か
ら
肥

料
、飼
料
、燃
料
等
経
営
費
は
高

止
ま
り
と
な
っ
て
お
り
農
家
経

営
を
大
き
く
圧
迫
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
様
な
中
、
昨
年
の
本
町

農
業
は
春
耕
期
は
天
候
に
恵
ま

れ
、
各
作
物
の
播
種
、
定
植
作

業
は
順
調
に
推
移
し
、
そ
の
後

の
天
候
も
良
好
で
し
た
が
、
８

月
中
旬
以
降
も
暑
い
日
が
続
き
、

一
部
の
作
物
と
生
乳
生
産
に
影

響
の
あ
る
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

小
麦
で
は
き
た
ほ
な
み
１
等

Ａ
ラ
ン
ク
歩
留
ま
り
92
・
８
％

製
品
反
収
11
・
４
俵
、
ゆ
め
ち

か
ら
１
等
Ａ
ラ
ン
ク
歩
留
ま
り

95
・
４
％
製
品
反
収
10
・
３
俵

と
き
た
ほ
な
み
は
過
去
３
番
目
、

ゆ
め
ち
か
ら
は
過
去
２
番
目
の

成
績
と
な
り
ま
し
た
。
馬
鈴
し

ょ
の
規
格
内
反
収
は
食
用
で
一

昨
年
よ
り
８
・
６
俵
多
い
57
・

４
俵
、
加
工
で
９
・
３
俵
多
い

56
・
８
俵
と
平
年
並
以
上
の
高

収
量
と
な
り
ま
し
た
が
、
８
月

中
旬
以
降
急
激
な
気
温
の
上
昇

が
続
い
た
こ
と
で
豆
類
の
製
品

反
収
で
は
小
豆
３
・
３
俵
、
手

亡
２
・
７
俵
と
生
育
に
バ
ラ
ツ

キ
が
生
じ
反
収
、
品
質
も
低
下

し
、
収
穫
も
大
変
苦
労
す
る
年

と
な
り
ま
し
た
。
大
豆
は
暑
さ

に
強
く
５
・
２
俵
と
平
年
並
と

な
り
ま
し
た
。
又
、
て
ん
菜
は

ha
当
り
61
ト
ン
平
均
糖
分
13
・

５
％
と
褐
斑
病
が
多
発
し
た
こ

と
で
か
つ
て
な
い
低
糖
分
の
年

と
な
り
ま
し
た
。

　

酪
農
で
も
１
番
草
、
２
番
草

は
収
量
品
質
と
も
に
良
好
で
し

た
が
飼
料
用
と
う
も
ろ
こ
し
は

９
月
に
入
り
、
急
激
に
枯
れ
上

が
り
、
オ
ー
チ
ャ
ー
ド
３
番
草

の
収
穫
を
後
回
し
に
し
て
コ
ー

ン
の
収
穫
を
進
め
ま
し
た
。
収

量
は
確
保
さ
れ
ま
し
た
が
一
部

水
分
不
足
の
懸
念
が
あ
り
ま
す
。

生
乳
生
産
で
は
抑
制
が
続
き
生

産
者
皆
さ
ん
に
は
協
力
頂
い
て

い
る
所
で
す
が
夏
の
暑
さ
に
よ

る
牛
の
ダ
メ
ー
ジ
が
あ
る
中
、

３
年
連
続
12
万
ト
ン
超
を
達
成

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
全

道
の
生
乳
生
産
も
抑
制
に
加
え

夏
の
暑
さ
の
影
響
は
大
き
く
、

北
海
道
全
体
の
今
年
度
の
目
標

数
量
３
９
９
万
ト
ン
に
９
万
ト

ン
程
届
か
な
い
見
込
み
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

本
町
農
業
生
産
額
は
畑
作
で

は
小
麦
、
馬
鈴
し
ょ
、
大
豆
が

多
収
で
あ
っ
た
こ
と
、
酪
農
で

は
乳
価
が
上
昇
し
た
こ
と
、
畜

産
は
取
扱
い
頭
数
が
増
え
た
こ

と
な
ど
の
要
因
で
過
去
最
高
と

な
る
見
込
み
で
す
。
厳
し
い
気

象
条
件
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
が
残
る
中
、
こ
の
よ

う
な
成
果
と
な
り
ま
し
た
の
も

組
合
員
皆
さ
ん
の
生
産
努
力
と

関
係
各
位
の
ご
協
力
の
賜
物
と

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

又
、
昨
年
の
Ｊ
Ａ
事
業
で
は

排
水
対
策
や
有
機
物
投
入
等
基

本
的
な
生
産
向
上
対
策
は
も
と

よ
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
等
労
働

力
対
策
に
も
努
め
て
参
り
ま
し

た
。
種
子
馬
鈴
し
ょ
貯
蔵
施
設

は
無
選
別
原
料
で
の
集
荷
２
年

目
と
な
り
、
Ａ
Ｉ
で
の
自
動
選

別
の
精
度
も
向
上
し
て
い
ま
す
。

肉
牛
施
設
の
牛
舎
建
設
も
完
成

致
し
ま
し
た
。
町
内
多
く
の
皆

さ
ん
に
利
用
頂
い
て
お
り
ま
す

Ａ
コ
ー
プ
も
改
装
か
ら
１
年
が

経
過
し
10
月
に
改
装
１
周
年
記

念
セ
ー
ル
を
実
施
さ
せ
て
頂
い

た
他
、
整
備
工
場
も
ト
ラ
ク
タ

ー
整
備
場
の
新
設
、
ト
ラ
ッ
ク

レ
ー
ン
の
増
設
等
一
連
の
施
設

整
備
が
完
了
し
ま
し
た
。
今
後

街
の
大
切
な
イ
ン
フ
ラ
、
拠
点

と
認
め
ら
れ
愛
さ
れ
、
信
頼
さ

れ
続
け
る
Ａ
コ
ー
プ
、
整
備
工

場
で
あ
る
よ
う
努
め
て
参
り
ま

す
。
改
め
て
ご
理
解
に
感
謝
申

し
上
げ
引
き
続
き
の
ご
利
用
を

お
願
い
致
し
ま
す
。

　

今
年
は
第
11
次
農
業
振
興
計

画
３
年
目
を
迎
え
ま
す
。
不
安

定
感
が
増
す
世
界
情
勢
や
長
期

化
す
る
円
安
の
状
況
な
ど
更
に

厳
し
さ
が
想
定
さ
れ
る
中
、
畑

作
、
酪
農
、
畜
産
そ
れ
ぞ
れ
の

現
状
や
新
時
代
農
業
に
即
し
た

Ｊ
Ａ
事
業
の
実
践
に
向
け
新
年

度
事
業
計
画
の
樹
立
と
計
画
達

成
を
目
指
し
役
職
員
一
丸
と
な

っ
て
事
業
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

組
合
員
各
位
の
ご
協
力
と
Ｊ
Ａ

事
業
へ
の
結
集
、
並
び
に
関
係

諸
機
関
の
尚
一
層
の
ご
指
導
を

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

結
び
に
あ
た
り
、
本
年
が
天

候
に
恵
ま
れ
災
害
、
事
故
な
く

豊
穣
の
年
と
な
り
ま
す
こ
と
と

世
界
情
勢
の
安
定
を
切
望
致
し

ま
す
。

　

組
合
員
、
役
職
員
、
ご
家
族

皆
様
に
と
り
ま
し
て
今
年
一
年

が
最
良
の
年
と
な
り
ま
す
様
ご

祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
年
頭
の

ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

苦
難
の
先
を
見
据
え
て

年 頭 の 挨 拶

牡羊座　3/21～4/19
【全体運】ピンチが接近中です。警戒を怠らないで。いつもより慎重に行動することで危険を減らせます。下旬からは上昇運
【健康運】体を冷やさないように。特に腰はしっかりケアを
【幸運を呼ぶ食べ物】シュンギク
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Ｊ
Ａ
鹿
追
町

 

代
表
理
事
組
合
長 

木　

幡　

浩　

喜

 

専

務

理
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澤　

野　

直　

満

 

常

務

理

事 
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井　
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彦

 

理
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幸
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浩
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雄
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也
 
 

渡　
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誠

 
 

最　

上　

繁　

人

 
 

髙　
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直　

樹

 
 

新　
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直　

幸

 
 

蓮　

井　

友　

人

 
 

馬　

場　

信　
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代

表

監

事 

山　

田　

清　

美

 

常

勤

監

事 

菅　

原　

義　

正

 

監

事 

伊　

藤　

章　

一

 
 

河
原
崎　

孝　

一

 
 

山　

﨑　

広　

志

 

他
職
員
一
同

Ｊ
Ａ
鹿
追
町

酪
農
事
業
推
進
部
会

 

部

会

長 

武　

者　

康　

弘

 

副

部

会

長 

松　

浦　

寿　

嗣

農
産
事
業
推
進
部
会

 

部

会

長 

石　

沢　

真　

吾

 

副

部

会

長 

上　

嶋　
　
　

茂

畜
産
事
業
推
進
部
会

 

部

会

長 

北　
　
　

真　

一

 

副

部

会

長 

伊　

藤　
　
　

俊

作
業
受
委
託
事
業
推
進
部
会

 

部

会

長 

中　

村　

大　

地

 

副

部

会

長 

正　

保　

拓　

也

十
勝
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
十
勝
西
部
支
所

 

支

所

長 

小　

泉　

俊　

明

 
 

他
職
員
一
同

ホ
ク
レ
ン
清
水
製
糖
工
場
西
部
原
料
所

 

所

長 

今　

野　

隆　

也

 
 

他
職
員
一
同

Ｊ
Ａ
鹿
追
町
青
年
部

 

部

長 

若　

原　
　
　

慎

 
副

部

長 

田　

中　

啓　

太

 
〃

 

國　

島　

大　

喜

Ｊ
Ａ
鹿
追
町
女
性
部

 

部

長 

佐　

藤　

由
紀
子

 

副

部

長 
笠　

間　

光　

枝

 

〃

 
石　

川　

ゆ
か
り

 

監

事 

新　

田　

順　

子

鹿
追
町
熟
年
会

 

会

長 

三
田
村　
　
　

忠
 

副

会

長 

國　

枝　

和　

一

 

〃

 

勇　
　
　
　
　

稔

Ｊ
Ａ
鹿
追
町
年
金
友
の
会

 

会

長 

加　

藤　

慶　

昭

 

副

会

長 

藤　

井　

國　

雄

 

〃

 

勇　
　
　
　
　

稔

Ｊ
Ａ
鹿
追
町
役
員
Ｏ
Ｂ
会

 

会

長 

加　

藤　

慶　

昭

 
 

他
役
員
・
会
員
一
同

鹿
追
町
農
業
振
興
協
議
会

 

会

長 

加　

藤　

元　

幸

 

副

会

長 

金　

須　

秀　

昭

 

事

務

局

長 

奥　

村　

一　

馬

鹿
追
町
種
馬
鈴
薯
採
種
組
合

 

組

合

長 

三
田
村　

和　

弘

 

副

組

合

長 

坂　

本　

法　

之

鹿
追
町
豆
類
種
子
生
産
組
合

 

組

合

長 

上　

嶋　
　
　

茂

 

副

組

合

長 

上　

重　

翔　

吾

 

〃

 

大
久
保　

慎　

也

し
か
り
べ
つ
高
原
野
菜
出
荷
組
合

 

組

合

長 

三
田
村　

和　

弘

 

副

組

合

長 

笠　

間　

哲　

秀

 

〃

 

勇　
　
　

慎　

一

鹿
追
町
酪
農
振
興
会

 

会

長 

武　

者　

秀　

之

 

副

会

長 

武　

者　

康　

弘

 

〃

 

松　

浦　

寿　

嗣

鹿
追
町
養
豚
組
合

 

組

合

長 

加　

藤　
　
　

聡

鹿
追
町
肉
牛
生
産
研
究
会

 

会

長 

矢　

萩　

和　

幸

㈲
鹿
追
町
デ
ー
リ
ィ
ー
サ
ー
ビ
ス
カ
ン
パ
ニ
ィ

 

代
表
取
締
役 

濱　

口　

敏　

成

 

専
務
取
締
役 

佐　

藤　

彰　

一

農
事
組
合
長

 
上
然
別
農
事
組
合
長 

春
日
井　

敏　

博

 
美　

蔓　
　

〃

 

武　

者　

康　

弘

 
下
鹿
追　
　

〃

 

奥　

田　

俊　

幸

 

中
鹿
追　
　

〃

 

吹　

上　

勝　

彦

 

笹　

川　
　

〃
 

大　

野　

浩　

史

 

北
鹿
追　
　

〃
 

佐　

藤　

賢　

央

 

上
幌
内　
　

〃

 
奥　

村　

一　

馬

 

幌　

内　
　

〃

 
馬　

場　

信　

博

新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す

　
 

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す

 

南
瓜
幕　
　

〃

 

名　

波　

健　

太

 

北
瓜
幕　
　

〃

 

津　

田　

宏　

巳

 

中
瓜
幕　
　

〃

 

熊　

谷　
　
　

拓

 

東
瓜
幕　
　

〃

 

坪　

内　

武　

則

　

め
で
た
く
『
年
男
』・『
年
女
』
を

迎
え
ら
れ
た
三
人
に
新
年
の
抱
負
を

伺
い
ま
し
た
。

孝
一
さ
ん

　

家
族
み
ん
な
で
頑
張
っ
て
良
い
年

に
し
た
い
で
す
。

初
枝
さ
ん

　

家
族
全
員
が
健
康
に
過
ご
せ
ま
す

よ
う
に
�

大
輝
さ
ん

　

今
年
も
家

族
み
ん
な
が

笑
顔
で
過
ご

せ
る
よ
う
素

敵
な
一
年
に

し
た
い
で
す
。

め
で
た
く
辰
年
を
迎
え
ら
れ
た

河
原
崎
孝
一
さ
ん（
還
暦
）　
　

初
枝
さ
ん
・
大
輝
さ
ん

牡牛座　4/20～5/20
【全体運】活気があります。華やかなことにツキがあるので遊びに行く計画を立てて。作業はスピードより正確さ重視で
【健康運】脳トレがお勧め。パズルや手の運動で脳を刺激して
【幸運を呼ぶ食べ物】エリンギ



4

昭和15年生　84歳

佐藤　章一さん

（北鹿追）

中尾　幸子さん

（上幌内）

昭和27年生　72歳

富田　隆博さん

（下鹿追）

高橋 華代子さん

（東瓜幕）

昭和63年生　36歳

大久保 慎也さん

（中瓜幕）

加藤　絵理さん

（幌　内）

昭和39年生　60歳

佐藤　賢央さん

（北鹿追）

蓑口　美香さん

（中鹿追）

平成12年生　24歳

新田　和也さん

（南瓜幕）

大浦　彩聖さん

（職　員）

昭和51年生　48歳

重堂　正博さん

（上然別）

三坂　佳美さん

（笹　川）

平成24年生　12歳

台蔵　　晴さん

（北瓜幕）

下山 香里奈さん

（美　蔓）

双子座　5/21～6/21
【全体運】一進一退のままならない運気。急がずいつものペースを保つよう心がけましょう。下旬は作業も予定も挽回可能です
【健康運】寒さ対策を入念に。あったかインナーは特に◎
【幸運を呼ぶ食べ物】サツマイモ

新
春
特
集

めでたくめでたく年男年男・・年女年女
になられた皆さんになられた皆さん

2024
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Ｊ
Ａ
鹿
追
町
青
年
部

 

部
長

　

若
原
　
　
慎

明
日
明
日
へ
の
へ
の
活
力
活
力
に
な
る
よ
う
な

に
な
る
よ
う
な

手手
をを
取取
りり
合合
っ
て
み
ん
な
で

っ
て
み
ん
な
で

��

女
性
部
活
動

女
性
部
活
動
をを
目
指
目
指
し
て
し
て

��
逆
境
逆
境
をを
乗乗
りり
越越
え
よ
う

え
よ
う
��

Ｊ
Ａ
鹿
追
町
女
性
部

 

部
長
　

佐
藤
由
紀
子

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
例
年
と

比
べ
植
え
付
け
作
業
は
順
調
に
進
み
ま

し
た
。
６
月
以
降
は
、
高
温
・
多
湿
と

な
り
農
作
物
、
飼
料
作
物
、
家
畜
、
私

た
ち
人
に
も
様
々
な
影
響
が
出
ま
し
た
。

収
穫
作
業
も
特
に
豆
類
、
長
い
も
等
大

変
苦
労
し
ま
し
た
。
今
年
も
気
象
変
動
、

天
候
不
順
に
加
え
、
農
業
情
勢
も
ま
だ

厳
し
い
状
況
が
続
き
そ
う
で
す
が
、
ご

家
族
、
Ｊ
Ａ
、
地
域
の
皆
様
と
協
力
し

合
い
な
が
ら
乗
り
越
え
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

　

女
性
部
に
お
い
て
は
、
５
月
に
新
型

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

青
年
部
員
並
び
に
、
ご
家
族
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
よ
り
青
年

部
活
動
に
対
し
ま
し
て
、ご
理
解
、ご
協

力
を
賜
り
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
７
月
以

降
の
記
録
的
な
高
温
に
よ
る
病
害
虫
の

発
生
、
品
質
低
下
に
よ
り
て
ん
菜
や
豆

類
、
青
果
物
等
の
畑
作
物
に
甚
大
な
影

響
が
生
じ
て
お
り
、
ま
た
酪
農
に
お
い

て
も
乳
量
低
下
等
気
候
に
振
り
回
さ
れ

る
１
年
と
な
り
ま
し
た
。　
　
　

　

青
年
部
活
動
に
お
い
て
は
、
令
和
５

年
５
月
８
日
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
５
類
に
移
行
さ
れ
、
約
４
年

振
り
に
新
入
部
員
の
歓
迎
会
や
Ｊ
Ａ
職

員
と
の
関
係
を
よ
り
強
固
な
も
の
に
す

る
イ
ベ
ン
ト
も
実
施
す
る
事
が
出
来
ま

し
た
。
食
育
活
動
で
は
鹿
追
小
学
校
の

児
童
に
乳
搾
り
体
験
や
酪
農
の
事
を
学

ん
で
も
ら
い
、
興
味
、
理
解
を
深
め
て

も
ら
い
ま
し
た
。
こ
の
活
動
を
通
し
て

将
来
、
鹿
追
町
で
働
く
若
者
が
増
え
て

い
っ
て
欲
し
い
と
の
思
い
か
ら
、
畑
作

や
酪
農
の
魅
力
を
し
っ
か
り
発
信
す
る

事
が
出
来
、
と
て
も
有
意
義
な
時
間
を

過
ご
す
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

第
48
回
Ｊ
Ａ
十
勝
青
年
部
大
会
で
は

「
動
画
で
発
信
！
農
の
魅
力
コ
ン
テ
ス

ト
」
で
会
長
賞
を
受
賞
し
、
７
年
振
り

に
入
賞
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

現
在
の
農
業
を
め
ぐ
る
情
勢
は
、
世

界
情
勢
の
不
安
定
化
や
気
候
変
動
、
人

口
増
加
等
に
よ
る
国
際
的
な
食
糧
・
生

産
資
材
の
需
要
逼
迫
に
加
え
円
安
の
進

行
等
も
相
ま
っ
て
飼
料
や
肥
料
、
燃
油

と
い
っ
た
営
農
に
必
要
不
可
欠
な
生
産

資
材
価
格
の
高
騰
に
よ
り
生
産
基
盤
の

維
持
・
存
続
が
危
機
的
な
状
況
に
あ
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
情
勢
だ
か
ら
こ
そ

我
々
青
年
部
員
は
Ｊ
Ａ
を
よ
り
ど
こ
ろ

に
青
年
部
員
同
士
助
け
合
い
、
こ
の
困

難
を
町
全
体
で
乗
り
越
え
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
諸
先
輩
方
、

各
関
係
機
関
の
皆
様
に
は
、
今
後
と
も

ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
と
共
に
、
健
や
か
で
実
り
多
い
１
年

に
な
り
ま
す
様
ご
祈
念
致
し
ま
し
て
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

年頭にあたって

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
５
類
に
移

行
さ
れ
、
コ
ロ
ナ
禍
前
と
ほ
ぼ
同
様
の

活
動
を
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
４

年
振
り
の
道
外
研
修
旅
行
（
函
館
・
仙

台
）
で
は
、
石
巻
の
震
災
伝
承
交
流
施

設
で
直
接
語
り
部
さ
ん
の
お
話
を
伺
う

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
想
像
で
き
な
い

恐
怖
心
、
悲
し
み
、
様
々
な
感
情
を
経

験
さ
れ
た
の
だ
と
感
じ
、
心
が
震
え
ま

し
た
。
大
切
な
人
た
ち
と
明
日
も
同
じ

様
に
会
え
る
事
は
奇
跡
だ
と
仰
っ
て
い

ま
し
た
。
と
て
も
有
意
義
な
研
修
旅
行

と
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
12
月
に
Ｊ
Ａ
十
勝
地
区
女
性
協

議
会
創
立
70
周
年
記
念
行
事
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
女
性
部
の
歴
史
を
知
る
き
っ

か
け
と
な
り
、
先
輩
方
が
創
り
あ
げ
た

基
礎
を
大
切
に
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、
こ

れ
か
ら
も
楽
し
く
有
意
義
な
女
性
部
活

動
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
日
頃
よ
り

女
性
部
活
動
に
ご
協
力
と
ご
理
解
を
頂

い
て
い
る
ご
家
族
、
各
関
係
機
関
の
皆

様
に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
共

に
、
よ
り
一
層
の
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
を

賜
り
ま
す
様
お
願
い
し
、
ご
家
族
に
と

っ
て
健
康
で
実
り
多
い
年
に
な
り
ま
す

様
ご
祈
念
申
し
上
げ
新
年
の
挨
拶
と
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

蟹座　6/22～7/22
【全体運】吉凶混合ながら華やかな運気。気持ちを上手に切り替えポジティブ思考でいきましょう。吉運が強まります
【健康運】慌ててけがなどをしないように。浴室は暖めて
【幸運を呼ぶ食べ物】ハクサイ
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鹿
追
町
熟
年
会

 
会
長

　

三
田
村
　
忠

熟
年
会
活
動

熟
年
会
活
動
をを
通通
じ
て
じ
て
鹿
追
町
農
業

鹿
追
町
農
業
をを
応
援
応
援
し
た
い

し
た
い

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
が
ご
健
勝
で
新

し
い
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
事
を
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
の
鹿
追
町
農
業
は
春
先
か
ら
好

天
に
恵
ま
れ
、
農
作
業
も
順
調
に
進
み

ま
し
た
が
、
予
想
を
超
え
る
夏
場
の
暑

さ
と
干
ば
つ
の
影
響
か
ら
、
て
ん
菜
で

は
低
糖
分
と
な
り
、
豆
類
で
は
品
質
に

バ
ラ
ツ
キ
が
生
じ
、
特
に
収
穫
作
業
で

は
、
大
変
苦
労
し
た
年
に
な
り
ま
し
た

が
、
生
産
者
の
努
力
と
関
係
機
関
が
一

丸
と
な
っ
て
取
組
ん
だ
結
果
、
被
害
を

最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
が
出
来
た
と
思

い
ま
す
。

　

熟
年
会
各
事
業
に
つ
き
ま
し
て
も
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
５
類

に
移
行
し
た
こ
と
に
伴
い
、
多
く
の
会

員
が
参
加
す
る
研
修
視
察
事
業
や
親
睦

事
業
も
計
画
通
り
に
進
め
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
会
員
・
関
係
機
関
の
皆
様

に
ご
協
力
頂
き
、
順
調
に
事
業
を
進
め

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
事
に
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

今
後
に
於
い
て
も
、
活
動
の
継
続
に

向
け
て
新
会
員
の
加
入
推
進
を
図
り
、

活
力
あ
る
熟
年
会
活
動
と
な
る
よ
う
努

め
て
参
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

「
ふ
る
さ
と
農
園
じ
ゃ
が
い
も
」
の

全
国
発
送
に
つ
き
ま
し
て
は
、
年
々
申

込
件
数
が
減
少
し
て
お
り
ま
す
が
、
毎

年
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
お
客
様
か

ら
は
、
感
謝
の
お
手
紙
や
喜
び
の
声
を

い
た
だ
き
、
大
変
励
み
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。
多
く
の
皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た

貴
重
な
ご
意
見
を
大
切
に
し
、
新
年
度

に
向
け
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

　

私
達
熟
年
会
は
鹿
追
町
農
業
の
応
援

団
と
し
て
少
し
で
も
お
役
に
立
て
る
よ

う
、
熟
年
会
活
動
を
通
じ
Ｐ
Ｒ
を
継
続

す
る
と
と
も
に
、
会
員
の
交
流
、
勉
強

の
場
と
し
て
事
業
を
進
め
て
参
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

新
し
い
年
が
皆
様
に
と
っ
て
ご
健
康

で
幸
多
い
年
で
有
り
ま
す
様
に
ご
祈
念

申
し
上
げ
年
頭
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

令和５年ＪＡ役員道外研修

獅子座　7/23～8/22
【全体運】もう少しで状況が変わります。面倒なことも手を抜かずに進めることが大切です。人との交流が開運のきっかけに
【健康運】胃腸をいたわって。消化の良い食事で元気に
【幸運を呼ぶ食べ物】カリフラワー

　

４
年
振
り
と
な
る
当
Ｊ
Ａ
の
役

員
研
修
を
11
月
20
日
か
ら
22
日
ま

で
の
日
程
で
関
西
方
面
の
取
引
先

を
中
心
に
実
施
し
ま
し
た
。

　

初
日
は
、
㈱
エ
ー
コ
ー
プ
近
畿

本
社
を
訪
問
し
、
二
日
目
は
タ
キ

イ
種
苗
研
究
農
場
、
ヤ
ン
マ
ー
中

央
研
究
所
、
Ｊ
Ａ
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ

四
日
市
店
で
の
研
修
、
最
終
日
に

は
㈱
敷
島
製
パ
ン
を
訪
問
し
ま
し

た
。

　

初
日
に
訪
問
し
た
㈱
エ
ー
コ
ー

プ
近
畿
と
の
取
引
は
、
肥
育
牛
の

産
直
事
業
を
開
始
し
昨
年
で
20
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

近
年
の
物
価
高
騰
の
影
響
か
ら
、

牛
肉
の
売
上
数
量
が
伸
び
て
い
な

い
と
の
事
で
す
が
、
町
内
完
結
型

の
「
と
か
ち
鹿
追
牛
」
を
今
後
も

大
き
な
柱
と
し
て
、
牛
肉
の
産
直

事
業
を
継
続
し
て
い
き
た
い
と
心

強
い
お
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

　

三
日
目
に
訪
問
し
た
㈱
敷
島
製

パ
ン
は
、
国
産
小
麦
を
１
０
０
％

使
用
し
た
製
品
の
製
造
・
販
売
に

力
を
入
れ
て
お
り
、
現
在
の
国
産

小
麦
使
用
率
14
％
を
２
０
３
０
年

に
は
20
％
に
す
る
こ
と
を
掲
げ
て

お
り
、
産
地
へ
の
要
望
と
し
て
パ

ン
用
小
麦
（
ゆ
め
ち
か
ら
）
の
安

定
生
産
と
更
な
る
生
産
拡
大
を
お

願
い
し
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

今
回
訪
問
さ
せ
て
頂
い
た
取
引

先
か
ら
は
、
当
Ｊ
Ａ
の
農
畜
産
物

に
対
す
る
期
待
が
大
き
く
、
今
回

の
研
修
内
容
を
今
後
の
事
業
展
開

に
役
立
て
て
参
り
ま
す
。

㈱エーコープ近畿本社にて

㈱敷島製パンの「日本の小麦100％」シリーズ
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農業簿記記帳説明会を開催

●●●くりりんセンターを見学●●●
第２回農事組合長会議

～「インボイス制度」「電子帳簿保存法の改正」について学ぶ～

aaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaa

　

11
月
27
日
、
鹿
追
町
税
対
策
委
員
会
と
合
同
に
よ
り
農
業
簿
記

記
帳
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。（
参
加
者
40
名
）

　

説
明
会
で
は
、
Ｊ
Ａ
及
び
鹿
追
町
税
対
策
委
員
会
か
ら
決
算
に

向
け
て
の
日
程
や
留
意
点
の
他
、
今
年
10
月
か
ら
開
始
と
な
っ
た

「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
」、
そ
し
て
翌
年
か
ら
改
正
と
な
る
「
電
子

帳
簿
保
存
法
」
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
つ
い
て
は
具
体
例
を
参
考
に
、
適
格
請
求

書
発
行
事
業
者
か
ら
発
行
さ
れ
た
請
求
書
が
イ
ン
ボ
イ
ス
の
要
件

を
満
た
し
て
い
る
か
を
確
認
し
、
理
解
を
深
め
ま
し
た
。
消
費
税

の
課
税
事
業
者
（
本
則
課
税
）
が
仕
入
控
除
を
受
け
る
為
に
は
、

要
件
を
満
た
し
た
適
格
請
求
書
等
の
保
存
が
要
件
と
な
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
下
さ
い
。
お
店
で
商
品
を
購
入
し
た
際
の
レ
シ
ー
ト

も
適
格
請
求
書
に
該
当
し
ま
す
の
で
、
保
管
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

新
た
な
電
子
帳

簿
保
存
の
関
係
で

は
、
電
子
デ
ー
タ

で
や
り
取
り
し
た

も
の
が
対
象
で
あ

り
、
紙
で
や
り
取

り
し
た
も
の
を
デ

ー
タ
化
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
訳
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
後
も
新
た
な

制
度
改
正
に
対
応

す
る
為
、
説
明
会

等
を
開
催
し
て
い

き
ま
す
の
で
多
く

の
方
の
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
。

乙女座　8/23～9/22
【全体運】好調です。本気を見せれば状況を変えられます。諦めずにチャレンジを。新年会やパーティーへの出席が吉
【健康運】体を動かすほど調子が上がります。スポーツが吉
【幸運を呼ぶ食べ物】レンコン

　

12
月
13
日
に
第
２
回
農
事
組
合

長
会
議
を
開
催
し
、
会
議
終
了
後
、

く
り
り
ん
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
施

設
見
学
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

始
め
に
く
り
り
ん
セ
ン
タ
ー
の

規
模
と
仕
組
み
や
、
日
々
回
収
さ

れ
る
ゴ
ミ
が
ど
の
よ
う
に
処
分
さ

れ
て
い
る
か
の
一
連
の
流
れ
を
映

像
を
通
し
て
説
明
し
て
頂
き
ま
し

た
。

　

そ
の
後
は
、
焼
却
炉
や
ゴ
ミ
ピ

ッ
ト
・
ク
レ
ー
ン
、
バ
グ
フ
ィ
ル

タ
と
い
っ
た
普
段
見
る
機
会
が
な

い
数
々
の
施
設
、
シ
ス
テ
ム

に
参
加
者
は
釘
付
け
と
な
り
、

沢
山
の
質
問
を
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　

今
回
の
施
設
見
学
を
通
し

て
、
一
人
一
人
の
何
気
な
い

行
動
が
環
境
汚
染
を
招
い
て

い
る
事
を
考
え
さ
せ
ら
れ
、

リ
サ
イ
ク
ル
の
必
要
性
等
に

つ
い
て
今
一
度
再
確
認
を
し

ま
し
た
。
人
間
だ
け
で
な
く
、

動
物
や
植
物
の
生
態
系
に
も

影
響
が
及
ば
な
い
よ
う
に
自

然
と
環
境
を
守
る
為
に
も
、

引
き
続
き
し
っ
か
り
と
分
別

を
行
い
な
が
ら
取
り
組
み
を

継
続
す
る
必
要
性
を
改
め
て

学
べ
た
良
い
機
会
と
な
り
ま

し
た
。

ゴミ搬入ステージを見る皆さん

多くの方に参加頂きました
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㈱成清牧場

代表取締役　成清 哲也さん

農農
へ
の
へ
の

�
想想
いい

～酪農は追求すれば　～酪農は追求すれば　
　するほど奥が深い～　するほど奥が深い～

　

今
回
は
北
鹿
追
地
区
で
酪
農

経
営
（
経
産
牛
１
８
８
頭
、
未

経
産
牛
１
０
８
頭
）
を
さ
れ
て

い
る
㈱
成
清
牧
場
代
表
取
締
役

の
成
清
哲
也
さ
ん
に
お
話
を
伺

い
ま
し
た
。

◯
酪
農
を
営
む
上
で
の
こ
だ
わ

り
や
心
掛
け
て
い
る
事
は
何

で
す
か
？

　

牛
の
状
態
を
観
察
し
な
が
ら

餌
や
り（
餌
の
バ
ラ
ン
ス
）に
気

を
遣
っ
て
い
ま
す
。
仕
事
は
無

限
に
あ
る
の
で
、
判
断
を
誤
ら

な
い
よ
う
優
先
順
位
の
高
い
事

か
ら
や
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

○
酪
農
の
魅
力
は
ど

ん
な
と
こ
ろ
だ
と

思
い
ま
す
か
？

　

様
々
な
事
を
試
し

て
経
営
に
反
映
さ
せ

る
事
が
出
来
る
と
こ

ろ
で
す
。
毎
年
同
じ

よ
う
に
仕
事
を
こ
な

し
て
い
て
も
結
果
が

バ
ラ
つ
い
た
り
、
少

し
で
も
変
化
を
与
え

る
と
大
き
く
変
わ
っ

た
り
と
非
常
に
奥
が

深
い
職
業
で
す
。

　

事
業
の
拡
大
と
日
々

の
作
業
を
少
人
数
で

も
こ
な
せ
る
シ
ス
テ

ム
を
構
築
す
る
事
で

す
。
生
き
物
を
扱
う

訳
で
す
か
ら
完
璧
を

求
め
る
事
は
酷
だ
と

思
い
ま
す
が
、
よ
り

完
璧
に
近
づ
け
る
よ

う
に
日
々
学
ん
で
取

り
組
み
、
追
求
し
て

い
き
た
い
で
す
。

◯
次
代
を
担
う
農
業
青
年
に
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

人
間
誰
で
も
失
敗
を
経
験
し

て
乗
り
越
え
る
か
ら
こ
そ
成
長

し
て
い
く
も
の
で
す
。
失
敗
し

た
時
の
リ
ス
ク
も
考
え
つ
つ
、

常
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
も
ら
い
、

新
し
い
風
を
吹
か
せ
て
い
っ
て

ほ
し
い
で
す
。

◯
消
費
者
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

ス
ー
パ
ー
等
で
十
勝
産
、
鹿

追
町
産
の
農
畜
産
物
を
意
識
し
、

見
つ
け
た
際
に
は
是
非
手
に
取

っ
て
頂
き
、
食
べ
て
も
ら
え
る

と
大
変
有
難
い
で
す
。

美味しくな～れ（餌混ぜ）

毎日オイルの点検は欠かせません�

○
今
後
の
展
望
や
課
題
に
つ
い

て
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

天秤座　9/23～10/23
【全体運】家族や家の中のことを後回しにしないように。身の回りのことを優先させれば危険を回避できます。掃除は丁寧に
【健康運】無理は禁物。適度に休憩し疲れをためないように
【幸運を呼ぶ食べ物】京ニンジン
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　このコーナーでは、経営移譲後（又は離農後）の農

業者にスポットを当て、今どの様な趣味や活動に取り

組み、どの様な人生を過ごされているかを紹介するコ

ーナーです。
上幌内　宮下　弘子さん

　

今
回
は
平
成
30
年
に
農
家
経

営
を
移
譲
し
、
現
在
は
喜
楽
会

や
花
友
山
の
幸
染
め
サ
ー
ク
ル

等
と
幅
広
く
活
動
に
参
加
さ
れ

て
い
る
上
幌
内
地
区
の
宮
下
弘

子
さ
ん
（
71
歳
）
に
お
話
を
伺

い
、
趣
味
や
健
康
の
秘
訣
、
今

後
の
過
ご
し
方
等
に
つ
い
て
お

聞
き
し
ま
し
た
。

○
普
段
ど
の
様
な
生
活
を

さ
れ
て
い
ま
す
か
？

　

様
々
な
組
織
に
加
入
し

て
活
動
し
て
い
る
の
で
、

忙
し
い
日
々
を
送
っ
て
い

ま
す
。
夏
は
野
菜
を
作
り
、

プ
ラ
ン
タ
ー
に
移
植
し
た

花
の
水
や
り
、
出
か
け
て

も
必
ず
16
時
ま
で
に
は
帰

宅
す
る
よ
う
に
し
、
駆
け

足
で
牛
舎
へ
向
か
っ
て
搾

乳
の
手
伝
い
を
し
て
い
ま

す
。
11
月
末
か
ら
は
趣
味

の
サ
ー
ク
ル
も
稼
働
し
て

い
る
の
で
、
皆
さ
ん
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取

り
合
っ
て
楽
し
ん
で
い
ま

す
。

～今後も充実した～今後も充実した
� 日々を過ごせるように～� 日々を過ごせるように～

悠悠々々
LIFELIFE

○
健
康
の
秘
訣
は
何
で
す
か
？

　

特
別
な
事
を
し
て
い
る
訳
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
嫌
な
事
が

あ
っ
て
も
ク
ヨ
ク
ヨ
し
な
い
で
、

ス
ト
レ
ス
を
溜
め
な
い
よ
う
に

し
、
い
つ
も
笑
顔
で
過
ご
す
事

に
気
を
付
け
て
い
ま
す
。

○
今
後
ど
の
様
に
過
ご
し
て
い

き
た
い
で
す
か
？

　

自
分
の
身
体
は
自
分
で
守
ら

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま

す
が
、
冬
に
な
る
と
足
を
滑
ら

せ
て
よ
く
転
倒
す
る
の
で
、
痛

い
思
い
を
し
な
い
よ
う
気
を
引

き
締
め
て
怪
我
無
く
、
健
康
に

過
ご
し
た
い
で
す
。

花友山の幸染めサークルで細かくこだわってグラスにデザインをする弘子さん

蠍座　10/24～11/22
【全体運】コミュニケーション運が活発化。あなたが間に入れば問題は解決へ。情報収集をしっかりし冷静に対応しましょう
【健康運】友人との運動やおしゃべりが健康を保つこつ
【幸運を呼ぶ食べ物】ゴボウ



～このコーナーでは青年部活動や部員が今伝えたい事等を写真でわかり易く紹介していきます～

10

第48回ＪＡ十勝青年部大会
部 長　若原　 慎

第72回全道ＪＡ青年部大会
副部長　國島　大喜

青年部青年部今今こそこそ

　11月27日に第48回ＪＡ十勝青年部大会がホテル日航ノースランド帯広で開催されました。
　大会では「青年の主張」「青年部活動実績報告」「動画で発信�農の魅力コンテスト」等のプログラムで
行われ、当ＪＡ青年部は「動画で発信�農の魅力コンテスト」で会長賞を受賞し、萩原会長（十勝地区青
年部協議会）からは「シンプルで分かりやすく、メッセージ性を強く感じた」とコメントを頂きました。
　また、４年振りに行われた懇親会では他単組の青年部員との交流が盛んに行われ、営農についての情報
共有や青年部活動に対しての意見交換で親睦を深めました。
　大会を通じて、普段中々会えない各単組の青年部員との情報や意見を交換する事によって、様々な知見
や貴重な経験を得る事が出来、とても有意義な時間を過ごす事が出来ました。この経験をこれからの青年
部活動や営農に活かしていきたいです。

　12月７、８日の２日間、札幌パークホテルにて第72回全道ＪＡ青年部大会が開催されました。当ＪＡ青
年部からは三役を中心に計４名が参加しました。
　初日は13時に開会し、まずは「青年の主張」として各地域の代表となった方々の発表が行われました。
その後は「青年部活動実績報告」で各青年部の優良活動事例の報告があり、初日は終了しました。
　２日目は「動画で発信�農の魅力コンテスト」から始まり、北海道大学准教授の小林国之氏による基調
講演を終え、閉会式というプログラムで進みました。
　「青年の主張」では、各々の過去の経歴から就農に至った経緯、挫折や苦労の経験及び農業へのやりが
いや今後の目標等を中心に青年ならではの視点から演説に共感する場面も多々あり、同じ農業者の仲間と
して励みになりました。「青年活動実績報告」では現在農業が抱える農業者の減少問題やコロナ禍後の人
とのふれあいといったコンセプトの活動が印象的でした。
　大会を通して、各青年部員及び地区青協の方々との交流の大切さ、各単組で行っている活動の情報共有
はこのような機会でなければ得ることが出来ない貴重な経験となりました。自らの経営だけではなく、私
たちが今後の日本の農業を担う一員であると自覚し、現在の逆風に負けない農業への発展へ繋ぐ為に意識
して行動に移していきます。

基
調
講
演
を
受
け
て
い
る
様
子

会
長
賞
受
賞
に
よ
り
７
年
振
り
の
入
賞

國
島
大
喜
副
部
長
（
右
）

十勝大会十勝大会

全道大会全道大会

射手座　11/23～12/21
【全体運】あれもこれもと欲張ると収拾がつかなくなってしまいそう。あなたにとって大事なことを優先して。観劇にツキ
【健康運】おいしい食事で元気をチャージ。旬の食材が吉
【幸運を呼ぶ食べ物】サトイモ



～このコーナーでは学習会や懇談会、研修旅行や作品づくり等、女性部の活きいきとした活動を紹介致します～
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女性部道外研修 ～函館と北海道新幹線で東北松島へ～

　11月29日～12月１日の日程で４年振りとなる道外研修
を部員９名の参加の下実施しました。
　１日目はＪＲで新得駅から函館駅へ移動、貸切バスに
乗り五稜郭公園へと向かいました。五稜郭タワーに上り、
雪に覆われた五稜郭や歴史が分かるジオラマを見学しま
した。次に夜景を見るために函館山へ。雪が降っていた
こともあり少し不安ではありましたが、綺麗な夜景を見
る事が出来、皆さんは何枚も写真を撮られていました。
宿泊先である湯元啄木亭では、カニ等海産物メインの夕
食を堪能し、１日目が終了しました。

　３日目は松島のシンボルである五大堂へ向かいました。
五大堂の軒まわりには方位に従って十二支の彫刻が施さ
れており、自分の干支を探し出して写真に納める方もい
ました。次に国宝である瑞巌寺へ。伊達政宗公が創建し
たこのお寺は城に近い造りをしており、中には創建当時
の墨絵などが残されており、息をのむ迫力でした。次に
日本三景の一つである松島を遊覧船で楽しみました。昼
食には伊達の牛たん本舗にて牛たん定食を頂き、本場と
いう事もあり牛たんはとても柔らかく、皆さんからも「美
味しい�」との声が上がりました。店舗では冷凍された
牛たんが売られており、家族へのお土産にと沢山購入さ
れていました。そして最後の研修先である青葉城（仙台
城）跡へ。ガイドさんからは伊達政宗公の実際の姿を教
えて頂きました。その後、仙台駅でお買い物タイムとな
り、沢山のお土産やずんだシェイクなど地元でしか味わ
えない食を楽しみました。仙台空港から新千歳空港を経
て無事鹿追へ帰路につき、３日間の道外研修は終了とな
りました。

　２日目は新函館北斗駅から北海道新幹線で仙台へと向かい
ました。今回の研修の大きな目的である東日本大震災につい
て学ぶため、震災を後世へ伝える施設であるＭＥＥＴ門脇へ
移動し、ここでは実際に震災を体験し「命の語り部」として
活動している髙橋匡美さんのお話を聞きました。震災が起こ
った日の事、津波で全てが流され現在は住むことが出来なく
なった故郷の事、自ら発見した変わり果てた両親の事などを
語る髙橋さんの言葉には、テレビで流れるニュースだけでは
伝わらない、強い想いを感じました。参加された皆さんから
は「貴重な話を聴けて良かった。」「今まで避けてきた事だっ
たけれど、生の声を聴くことができて良かった。」などの声
が上がり、１時間という短い時間ではありましたが、大変有
意義な研修となりました。その後、松島離宮の研修室をお借
りし、招き猫絵付け体験を行いました。白い陶器にサインペ
ンや色鉛筆を使い描いていくのですが、立体物に描くのは難
しく、皆さん悪戦苦闘しながら描いていきました。最後に首
輪の鈴部分にあたる箇所に好きな天然石を接着し完成、ガイ
ドさんからは「自分の目線より少し上に、更にお客様が出入
りする方向に置く事。」と教えて頂き、２日目の研修が終了
しました。

女性部女性部きらり
☆

きらり
☆

雪に覆われた五稜郭（左）と函館山からの夜景

命の語り部・髙橋さんから遺品の説明を受ける皆さん

髙橋匡美さん（前列右から２番目）と一緒に

可愛い招き猫が出来上がりました

五大堂での参拝 伊達政宗公銅像と

山羊座　12/22～1/19
【全体運】勢いがあります。計画を実行に移しましょう。会合では発言を。あなたの意見が好結果につながります。周りへの協力が吉
【健康運】頭痛は早めにケアを。目の疲れに効くマッサージも◎
【幸運を呼ぶ食べ物】芽キャベツ
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トピックストピックストピックストピックス

「女性農業者対象地区別懇談会」
ＪＡ事業について多数の意見、提案が出さ
れました。

「農畜産物需要拡大セール」
牛乳・乳製品・砂糖商品の需要拡大に向けて、
町等と連携して実施しました。

「第37回ＪＡ鹿追町年金友の会定期総会・
一泊研修」を開催しました。

十勝農協連ビルの施設見学やジョイライフ
掲載商品の試食を行いました。

「北海道信用事業優績ＪＡの表彰」におい
て、当ＪＡが全道３位となりました。

「第75回通常総会」
４年振りに対面での開催・新しい役員体制
で始動。

「子ども農業体験」
牛舎見学と搾乳体験を行いました。

１月23～25日１月23～25日

４月12日４月12日

６月１日６月１日

１月30日～３月31日１月30日～３月31日

５月26日５月26日

６月29日６月29日

７月６日７月６日

青年部青年部

女性の会女性の会 年金友の会年金友の会

経
営
課

月

１

１

水瓶座　1/20～2/18
【全体運】じっくり時間をかけるのが正解です。気持ちがせいたら深呼吸を。落ち着きを保つのが成功の鍵。美術鑑賞にツキ
【健康運】心の疲れに気を付けて。音楽や美しい景色が癒やしに
【幸運を呼ぶ食べ物】ダイコン
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このこの11年年20232023

「第67回鹿追町デーリィフェスティバル」
４年振りに開催され、数多くのお客様に楽
しんで頂きました。

「合同作況調査」
関係者全員での圃場巡回は４年振りの実施
となりました。

「Ａコープ鹿追店リニューアルオープン１周年感謝祭」
多くの家族連れで賑わいました。

「ふるさと農園じゃがいも」
今年も全国各地に真心こめて発送しました。

「第42回ふるさと産業まつり」
キャラクターショーでは子ども達の声援で
会場の盛り上がりは最高潮となりました。

鹿追町生まれの「黒毛和種種雄牛“銀恣”」
の精液供給開始。

「役員道外研修」
今後の事業展開に向け参考になる有意義な
研修となりました。

「女性部道外研修」
函館と北海道新幹線で東北松島へ。

９月11日９月11日

10月10月

10月16～18日10月16～18日

11月29日～12月１日11月29日～12月１日

７月８日７月８日

９月24日９月24日

10月７日10月７日

11月20～22日11月20～22日

女性部女性部

熟年会熟年会

魚座　2/19～3/20
【全体運】良い風が吹いています。お誘いには乗ってみましょう。今まで気付かなかった新しい発見があるはず。会合にツキ
【健康運】やったことのないストレッチに挑戦を。脳も活性化
【幸運を呼ぶ食べ物】イチゴ
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Ａコープ鹿追店

新春特別企画!!
１月４日（木）午前10時開店

１月４日はポイント７倍！！

新春初売り

運運
だめしだめし

コインランドリーＡコープ鹿追店
年末年始休まず営業致します
（午前５時～午後11時まで）

無料!!ガラポン抽選（サービスカウンター前）

1,０００円購買券が当たる⁉
お一人様一回限り・景品が無くなり次第終了です

●「縁起福袋」は事前予約販売とさせて頂きますので、ご希望の方は
12月31日（日）迄に店頭でご予約下さい。また、予約頂いた「縁起
福袋」は、１月４日（木）と５日（金）に引換券と交換させて頂きます。

●歳末キャンペーンのラッキーナンバー公開抽選を１月６日（土）午後
1時から鹿追店サービスカウンター前で行います。

　当選番号は各店に掲示致しますので、１月20日（土）迄に賞品との
交換をお願いします。

縁起福袋（150袋限定）予約販売� 税込３,０００円

お菓子福袋（50袋限定）当日販売�税込１,０００円
（12月20日～31日迄）

お知らせ



15

　二重枠に入った文字を、Ａ→Ｅの順に
並べてできる言葉は何でしょうか？ ク

ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

タ
テ
の
カ
ギ

①
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
の
理
科
の
科

目
の
１
つ

④
キ
ウ
イ
や
ポ
ン
カ
ン
の
生
産
量
が
日

本
一
の
県

⑦
エ
ッ
セ
ー
と
も
い
い
ま
す

⑨
か
つ
お
節
や
昆
布
で
取
り
ま
す

⑩
ガ
ラ
ガ
ラ
と
う
が
い
を
し
て
洗
う
も

の
⑪
ゆ
で
た
麺
を
ざ
る
に
あ
け
て
行
い
ま

す
⑬
大
股
の
人
は
広
め
で
す

⑮
カ
メ
や
カ
ッ
パ
の
背
に
付
い
て
い
ま

す

⑯

や
硯
（
す
ず
り
）
を
用
意
し
て

書
き
初
め
を
し
た

⑰
カ
ラ
オ
ケ
で
楽
し
む
も
の

⑱

の
計
は
元
旦
に
あ
り

⑳
旧
暦
１
月
の
異
称

㉑
見
張
る
こ
と
。

カ
メ
ラ

ヨ
コ
の
カ
ギ

①
お
せ
ち
料
理
に
も
使
う
ニ
シ
ン
の
卵

巣
の
加
工
品

②
旅
行
前
に

ブ
ッ
ク
を
買
っ
た

③
俳
人
が
名
作
を
生
み
出
し
た
地
に
建

て
ら
れ
て
い
る
こ
と
も

⑤
北
を
向
い
た
と
き
西
に
な
る
方
向

⑥
丁
寧
に
い
う
と
ご
飯
で
す

⑧
横
綱
を
先
導
し
て
土
俵
に
上
が
り
ま

す
⑫
セ
イ
ウ
チ
の
口
か
ら
に
ょ
っ
き
り

⑬
農
地

、
道
路
交
通

⑭
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
含
ま
れ
る
体
の
設
計
図
。

操
作

⑮
猫
が
中
で
丸
く
な
っ
て
い
る
か
も

⑯
不
要
物
を
可
燃
、

、
資
源
ご
み

に
分
別
し
た

⑰
彼
女
は

を
言
わ
せ
ず
彼
を
外
に

連
れ
出
し
た

⑲
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
表
示
で
は
「
Ｂ
」

　

な
お
、
期
日
ま
で
に
お
引
取
り
に
な

ら
な
け
れ
ば
無
効
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す

の
で
、
お
早
目
に
お
引
取
り
下
さ
い
。

　

〈
当
選
者
〉 

（
敬
称
略
）

　

正
解
者
148
名（
応
募
総
数
154
名
）の
中

か
ら
抽
選
に
よ
り
次
の
方
々
が
当
選
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
お
手
数
で
す
が
１
月

末
日
ま
で
に
Ａ
コ
ー
プ
鹿
追
店
サ
ー
ビ

ス
カ
ウ
ン
タ
ー
で
お
受
取
り
下
さ
い
。

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

シ ク ラ メ ン
でした。〈

12
月
の
正
解
〉

〈
応
募
方
法
〉

　

別
紙
の
解
答
用
紙
に
答
え
を
記
入
し
、

Ｊ
Ａ
鹿
追
町
経
営
課
、
金
融
店
舗
、
Ａ

コ
ー
プ
鹿
追
店
、
ホ
ク
レ
ン
鹿
追
給
油

所
、
瓜
幕
事
業
所
、
東
瓜
幕
事
業
所
に

設
置
し
て
あ
り
ま
す
応
募
Ｂ
Ｏ
Ｘ
に
投

函
し
て
下
さ
い
。
応
募
の
締
め
切
り
は

１
月
10
日
で
す
の
で
、
以
降
は
無
効
と

な
り
ま
す
。

　

毎
月
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
に
よ
り

20
名
の
方
に
Ａ
コ
ー
プ
商
品
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
す
。

　

今
月
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
商
品
は
、「
久
原

も
や
し
の
う
ま
鍋
」
で
す
。
多
数
の
ご

応
募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

仲
町
２
丁
目　

小　

川　

星　

子

南
町
２
丁
目　

西　

川　

み
つ
え

幌　
　
　

内　

小　

里　

弘　

子

新
町
３
丁
目　

杉　

本　

洋　

子

南
町
２
丁
目　

正　

保　

瑠　

奈

泉
町
２
丁
目　

箱　

崎　

友
有
子

緑
町
１
丁
目　

丹　

野　

友　

子

中　

瓜　

幕　

石　

沢　

隆　

志

西
町
１
丁
目　

佐　

藤　

洋　

子

泉
町
２
丁
目　

福　

原　

国　

枝

瓜　
　
　

幕　

中　

村　

佳　

敬

泉
町
１
丁
目　

石　

田　

武　

則

仲
町
４
丁
目　

市　

川　

真
寿
美

仲
町
１
丁
目　

桑　

田　

秀　

二

東
町
２
丁
目　

東　

原　

千
枝
子

新
町
４
丁
目　

桜　

庭　
　
　

力

瓜　
　
　

幕　

清　

水　

優　

莉

泉
町
２
丁
目　

加　

藤　

ア
キ
子

新
町
３
丁
目　

棚　

瀬　

千
代
子

笹　
　
　

川　

み
さ
か　

あ
き
と

〔469回〕

〈今月の抽選者は私です〉

総務部 管理課　梅津 千尋
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Ｊ
Ａ
鹿
追
町
No.
568

（
発
行
所
）　

鹿
追
町
農
業
協
同
組
合

　
　
　
　

 　

〒
０
８
１

－

０
２
９
３ 

河
東
郡
鹿
追
町
新
町
４
丁
目
51
番
地

　
　
　
　

 　

☎
㈹
（
０
１
５
６
）
６
６

－

２
１
３
１

（
発
行
日
）　

令
和
５
年
12
月
27
日

①南瓜、サツマ芋ペーストは、蒸して潰したものを用意する。

②発酵あんこは下記の通りに作って用意する。

③春巻きの皮を３等分に切り分け、それぞれペーストとあんこ、ペーストと

チーズの組み合わせで春巻きの皮に包む。

④揚げ油で揚げ焼きにする。160℃位の温度でうっすら色づく程度でＯＫです。

【発酵あんこの作り方】

材料　小豆　200ｇ　米麹（乾燥タイプ）200ｇ

①小豆を鍋に入れ、小豆が十分つかる程度の水を入れ中火にかける。沸騰後、

２分茹でてざるにあげる。

②ボウルに①の小豆を入れ、重量が正味800ｇになるように水を加えたら、

水ごと炊飯器の内釜に移し、おかゆモードで炊く。

③豆が柔らかく炊き上がったらボウルに移して重さを量り、重量が700～750

ｇになっていればＯＫ。700ｇ未満であれば水を加える。

④③を炊飯器の内釜に戻し、60℃前後になるまで冷ます。米麹を加えて混ぜる。

⑤炊飯器の保温スイッチを入れ、内釜の上に布巾を載せて、蓋を開けたまま

８～12時間発酵させる。途中、２～３時間おきにかき混ぜながら発酵させる。

⑥全体がねっとりとし、総量が800ｇになったら完成。

※粒が気になる場合は、ミキサーなどでペースト状にする。

作り方

瓜幕　佐藤　美貴子さん

南瓜とサツマ芋ペーストの
おつまみ揚げ

南瓜ペースト………適量

サツマ芋ペースト…適量

おつまみチーズ…１袋

発酵あんこ………適量

春巻きの皮……数枚

揚げ油…………適量

材　料

5 1

6 2

7 3

8 4

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
農
業
に
従
事
さ
れ
て
い
る
方
や
地
域
の
方
々

に
農
家
の
日
常
あ
る
あ
る
と
し
て
、
苦
労
や
楽
し
さ
、
魅
力
を
「
８
コ

マ
漫
画
」
で
お
伝
え
し
、
様
々
な
日
常
の
出
来
事
を
掲
載
し
て
い
く
コ

ー
ナ
ー
で
す
。

農
家
農
家
のの
日
常
日
常
ああ
るる
ああ
るる

酪
農
編
〜
離
乳
ま
で
の
出
来
事
〜

〜
離
乳
ま
で
の
出
来
事
〜

新コーナ
ー

新コーナ
ー


